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逃
に

している魚
さかな

が大きいのでは？ 

 

＊「失敗
しっぱい

した！大
おお

きかったぞ、あの魚
さかな

。

お化
ば

けみたいなのを逃
のが

した！」という言葉
こ と ば

は釣
つ

りから手ぶらで帰って来た釣
つ

り人
びと

の

話
はなし

。 

─やせた野
の

うさぎしか獲
と

れず逃
のが

した 猪
いのしし

の方
ほう

の自慢話
じまんばなし

をするハンター 

─結婚
けっこん

相手
あ い て

を選
えら

んだ時に、心
こころ

が通
かよ

い合
あ

っ

ている人ではなく、金
かね

を目当
め あ

てに配偶者
はいぐうしゃ

に

した人が数年
すうねん

も経
た

たないうちに「逃
に

げた

魚
さかな

」となったことを残念
ざんねん

がる人。 

・「逃
に

がした魚
さかな

」は大きい。けれども逃
に

が

した魚
さかな

は二度
に ど

と戻
もど

ってこない。あとの祭
まつ

りだ。 

＝勉強
べんきょう

を怠
なま

けた学生
がくせい

時代
じ だ い

。引
ひ

きこもりの

青春
せいしゅん

。社会
しゃかい

、政治
せ い じ

、行政
ぎょうせい

の動
うご

きに対
たい

する

無関心
むかんしん

の日々。─つい最近
さいきん

、オブラートに

包
つつ

まれたまま一つの「法案
ほうあん

」が可決
か け つ

されま

した。曖昧
あいまい

な表現
ひょうげん

が多い上に、重
おも

い、暗
くら

い、

怖
こわ

い影
かげ

を漂
ただよ

わせる「法案
ほうあん

」、5 年、10 年、

20 年先、「平和
へ い わ

」という大きな魚、お化け

みたいに大きい魚を逃
に

がしてしまったと

人
ひと

が悔
く

やむことのないように祈
いの

ります。 

●こういうことは「自分
じ ぶ ん

の信仰
しんこう

と関係
かんけい

な

い」と未
いま

だに思いがちな方は少なくないよ

うですが、事
こと

が起
お

こった時にそれはいかに

関係
かんけい

があったかを思い知らされるかもし

れません。─しかし、その時に「大きな魚

を逃して」しまったと嘆
なげ

いたとしても遅
おそ

す

ぎます。 

 

＊学校
がっこう

行事
ぎょうじ

、塾
じゅく

、クラブ活動
かつどう

、仕事
し ご と

、レ

ジャー、人間
にんげん

として生きる上で、それらの

ことは非常
ひじょう

に大切
たいせつ

なものです。しかし、主

イエス・キリストを信じる人は、それに

没頭
ぼっとう

し、いつもそれを優先
ゆうせん

しているために、
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生
い

きた信仰
しんこう

を養
やしな

い、支
ささ

え、育
そだ

て、成長
せいちょう

さ

せることをないがしろにすれば、選択
せんたく

する

時
とき

に信仰
しんこう

に生
い

きるための努力
どりょく

の重要性
じゅうようせい

や

大切さ
た い せ つ

を頭
あたま

から退
しりぞ

け「選択
せんたく

なんか」その

ことさえ考
かんが

えようとしなければなおさら、

「逃
に

がしてしまう魚
さかな

」は大きいのではな

いでしょうか。私たちの信仰
しんこう

の泉
いずみ

と 礎
いしずえ

である福音書
ふくいんしょ

を読
よ

むとわかるように、人の

人生
じんせい

、自分
じ ぶ ん

の人生
じんせい

を評
ひょう

価
か

する時に、神は、

「葬儀
そ う ぎ

が教会
きょうかい

で行われたか」「遺骨
い こ つ

がカト

リック納骨堂
のうこつどう

に納
おさ

められているか」などの

ことに基
もと

づいて判断
はんだん

をされるのではあり

ません 

─私たちはどこまで、十分
じゅうぶん

にそのことを

認識
にんしき

しているでしょうか。 

 

＊今
いま

、自分
じ ぶ ん

の生活
せいかつ

、特
とく

に自分
じ ぶ ん

の信仰
しんこう

生活
せいかつ

に

おいて「逃がしている魚」とは何か、とい

うことについて考えることは大切
たいせつ

なこと

ではないかと思います。個人的
こじんてき

に、キリス

トの共同体
きょうどうたい

の一員
いちいん

として、社会人
しゃかいじん

として。

今
いま

、自分
じ ぶ ん

は「面倒
めんどう

くさいから」、「興味
きょうみ

ない

から」、「今そんなところじゃない」などの

理由
り ゆ う

で簡単
かんたん

に怠
なま

け、軽
かる

い気持
き も

ちで責任
せきにん

のす

り替
か

えをしているのではないでしょうか。

しかし、主イエス・キリストを信
しん

じる以上
いじょう

、

私たちにはこのような態度
た い ど

が許
ゆる

されてい

ないことを新たに自覚
じ か く

する必要
ひつよう

があるよ

うに思います。 

 

─ただ世間
せ け ん

、メディア、コマーシャルに

誘導
ゆうどう

され、流
なが

されているだけなのに、多
おお

く

の人々
ひとびと

は「自分
じ ぶ ん

が自由
じ ゆ う

だ」と思い込み、実
じつ

は錯覚
さっかく

を起
お

こしているのではないでしょ

うか。─真
まこと

の自由
じ ゆ う

とは何
なに

か。─「目
め

を覚
さ

ま

して生
い

きていなさい」というイエスの言葉
こ と ば

に耳
みみ

を傾
かたむ

けることは、確実
かくじつ

な答
こた

えへ導
みちび

い

て行
い

くと思います。 

 

─今
いま

、自分
じ ぶ ん

が何
なに

を優先
ゆうせん

して生きているか。

主イエス・キリストを信
しん

じる者として度々
たびたび

このように自分
じ ぶ ん

に問
と

いかける必要
ひつよう

があり

ます。─その努力
どりょく

を避
さ

けよう、無視
む し

しよう

とすれば「逃がしてしまう魚
さかな

」が大きい。

お化
ば

けみたいに大きい。 


